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▲必佐地区（小御門地先）の農地で栽培
　された日野菜を収穫（12月上旬） 12月議会

12月1日から24日に
開催された定例会および
11月29日に開催された
臨時議会の結果を
お知らせします。

議会だより



　｢議会報告会｣ に代わって、一昨年から始まった町内の団体や組織の役員さんとの意見交換会、一昨年
の日野文化懇談会、商工会、社会福祉協議会に続いて、昨年は11月29日に農業委員会のみなさんと懇談し
ました。農業委員さん13名と議会議員13名が２時間余りにわたって熱心な意見交換を行いました。
（以下、様々な意見からいくつか順不同でピックアップ）

加納文弘　農業委員会会長
　長いスパンでなく、３年先の町の農業を検討する組
織を立ち上げたいので、具体化の時には議会からも参画をいただきたい。中山間地における担い手として
の新規就農者は施設野菜と稲作でという県の提案を受け、検討を始めた。農業に関する補助は地元負担を
伴うが、地域では ｢地元負担は農業者がするもの｣ という風潮になりつつある。｢地域の農業は地域で守
る｣ という営農環境づくりにご協力いただきたい。

杉浦和人　議会議長
　「地域の産業を地域で支える」という意識が第一。とりわけ農業においては ｢地産地消｣ の環境を目指
すことが望ましい。

議員
　新規参入者に対する垣根が高い。補助制度など情報把握が難しい、という声を聞く。

議員
　地域の荒廃農地の現状は厳しいものと認識している。後継者については家族で就農するということが重
要であり、妻である女性農業者も新規就農に興味を持ってもらえるよう、野菜栽培など女性が興味を持ち
やすい営農形態について、支援策の一つに盛り込む仕組み作りが重要だ。

農業委員
　９月議会で、米価下落に対する意見書を提出いただき、ありがたく思っている。今後も農業問題を議会
でもっと取りあげ、議論してほしい。全国では毎年多くの新規就農者があるが、３年程でリタイアする人
も多い。新規就農には5,000万円近くの初期投資が必要であり、大きな課題。

農業委員
　茶の生産についても大規模営農で固定費用の割合を下げることが重
要。新規就農者の目線は野菜など話題に上がりやすい営農に目が向き
やすいが、お茶も後継者不足は切実だ。

議員
　農業は単に就農としての視点だけでなく、｢地域の保全｣ という性質
を持たないと、地域の理解を得ることが難しいのではないか。

農業委員会と懇談会を実施
農業をめぐる現状と課題 総農家戸数は833戸、30年前の半数以下に！

町の総農家戸数833戸、５年前より279戸減少。
30年前の半数以下。
中山間地域の再生利用可能な荒廃農地が大きく増加。
12.0ha→17.2ha（１年で5.2haの増）
（荒廃農地全体482.3ha→483.8haと1.5ha増）

茶摘み体験をする小学生

道沿いにある耕作放棄田（西桜谷地区）
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　令和２年度日野町一般会計と６つの特別会計、２つの企業会計決算の審査を行う決算特別委員会が、10
月６日、８日、11日の３日間にわたり開催されました。この決算特別委員会の設置は９月定例会にて決定
したもので、構成委員は後藤勇樹委員長、加 和幸副委員長をはじめ、議長を除く議員全員です。
　委員会では、執行側職員から令和２年度の歳入・歳出決算内容についての説明を受け、各委員が質疑を行い、
執行側より答弁を得る形式で進めました。委員からは各事項別の質疑だけでなく、町の歳入歳出全般にわた
るお金の使い方や、そこから見えてくる課題、今後に向けた提案などについての意見も多数出ました。
　審査最終日である10月11日には、委員全員で実際に現地に赴き、その成果の確認も行いました。

審査内容から見たポイント

【歳入】
● 令和元年度は好調な企業業績を背景に40億円を超える町税収入があったが、令和２年度は対前年度比
13.9%の大幅減となった
● 徴収にあたっては、令和２年５月より県、近江八幡市、竜王町との共同徴収、インターネット公売を開始
● ほぼ見込み通りの予算措置がなされている。新型コロナの影響や法人税率引き下げにより約５億８千万
円の減収となったが、国庫支出金では特別定額給付金事業、新型コロナ関係の交付金などで約20億円の
大幅な増額となり、歳入総額を引き上げた

【歳出】
● 不用額が約３億１千万円発生しており、町道西大路鎌掛線改良工事、国の国土強靭化計画に基づく補正
予算の採択を受けた社会資本整備総合交付金事業ほか８事業で５億3,452万４千円の繰越があり、令和
２年度実質収支額４億7,335万5,916円から令和元年度実質収支額４億8,393万295円を差し引く単年度収支
額は１千57万4,379円の赤字となった
● 財政調整基金から約3,600万円繰り入れているが、全額繰り戻せたのではないか
● 歳入の適切な見積もり、歳入にあった歳出を徹底し、翌年度との財源調整が必要な場合は財政調整基金
積立金を活用するなど明確、適切な予算編成、執行に努め、補正予算において十分な精査が必要

決算特別委員会（令和２年度会計）

118億4,570万7,215円
（その内、町税収入は35億7,282万3,803円）
　歳入決算額は予算現額を約２億９千万円下
回り、予算現額に対する収入率は97.6%である。
前年度決算額比で収入率は-2.6%、歳入総額で
は+約22億円となった。

歳入総額

112億9,211万2,299円
　歳出決算額は予算現額と比べ８億４千万円
の不用額を生じ、予算現額に対する執行率
は93.1%である。前年度決算額比で執行率は
-1.9%、歳出総額では+約２億1千500万円とな
った。

歳出総額

歳入歳出差引額＝5億5,359万4,916円

区分 歳入 歳出 区分 歳入 歳出
国民健康保険 20 億 6,912 万 5,508 円 20 億 4,957 万　880 円 簡易水道 1,184 万 1,544 円 1,178 万 4,533 円
介護保険 22 億　　　　4,214 円 20 億 9,839 万 9,414 円 農業集落排水 1億 8,584 万 7,252 円 1 億 7,578 万 1,722 円

後期高齢者医療  2 億 7,683 万　996 円  2 億 7,332 万 7,050 円 西山財産区 236 万 3,091 円 193 万 7,329 円

区分 歳入 歳出 区分 歳入 歳出
水道事業 5億 6,634 万 4,633 円 5 億 7,432 万 2,371 円 下水道事業 7億 1,135 万 1,673 円 6 億 1,641 万 6,636 円

令和２年度 日野町一般会計の概要

特別会計の概要

企業会計の概要
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予算特別委員会
第７号一般会計補正予算の採決で賛否が割れる

付託案件

議第80号：令和３年度日野町一般会計補正予算（第７号）
　今年度の終盤に向けて、多くの経費見直しに関する一般会計補正予算が提案されました。
　質疑では、通学道路の歩道新設に係る設計費について激しい議論の応酬があったほか、新型コロナ
対策の子育て世帯への臨時給付金に関して、追加提案前にかかわらず質疑を認めるなど、今回の予算
特別委員会も盛りだくさんの内容となりました。
　１千万円以上の歳出は、次の表のとおりです。

科　目 経費の内容 予算額
企画事務事業 交通流動分析の実証実験 1,500万円
障害者総合支援事業 報酬単価の改定 3,723万８千円
私立保育園運営事業 町外保育所への入所負担 1,054万４千円
保健衛生事務事業 システム整備と国庫補助金の精算 1,368万９千円
予防接種事業 新型コロナワクチン追加接種の準備 2,820万１千円
農業水利施設保全合理化事業 農業水利施設修繕のための計画策定 1,410万円
社会資本整備総合交付金事業 小学校通学道路の歩道設置工事設計 1,000万円
国庫補助農業用施設災害復旧費（現年）農地、農業用施設の災害復旧 1,279万８千円

討論と採決
　討論に入って、小学校通学道路の設計予算に対して２名の委員から反対討論があり、１名の委員か
ら賛成討論がありました。
　反対となると補正予算の全部に影響が及ぶので、一部修正予算を提出しての修正動議ではないかと
確認がありましたが、反対の意向とのことで、続いて採決に入りました。
　その結果、原案に賛成の委員は６人、反対の委員は５人で、予算特別委員会では賛成多数により補
正予算を町長提案の原案どおりに可決すべきという意見に決定しました。

迅速な新型コロナ対策のため異例の追い越し議決
　追加提案前に受けた子育て世帯への臨時給付金の質疑のなかで、「給付金の年内一括支給をするのであ
れば議会最終日の議決では間に合わない」「２回に分けて支給すると100万円近くの事務経費が必要になる」
ということが分かりました。
　そこで、急きょ16日に本会議を開催し、臨時給付金の予算を正式に第８号の補正予算として追加提案を
受け、その日のうちに議決することで全委員が合意しました。
　つまり、第７号が議決される前に第８号が追い越して議決されるという異例の措置ですが、最終日に整
合化を図る条件で、迅速な新型コロナ対策を実施することができました。
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総務常任委員会
　今議会における総務常任委員会には、付託案件がありませんので「日野町内の文化財、伝統行事、民俗
芸能等の現状と課題について」を議題として、調査研究を行いました。

調査・研究
日野町内の主な文化財、伝統行事・民俗芸能等
●指定文化財の件数

意見書決議
【衆議院小選挙区選出議員の選挙区改定に向けた検討の見直しを求める意見書】
提出者： 後藤勇樹総務常任委員長
　全員一致にて採択されたため、総務常任委員長より同主旨内容の意見書を本議会に提出する事としま
した。

国指定文化財　22件　　　　国登録文化財 ４件
県指定文化財　15件　　　　県選択文化財 １件
町指定文化財　41件

　これらの指定文化財以外にも、町内には個人所蔵の多数の文化財がありますが、少子高齢化や若者の町
外流出、昨年からのコロナ禍などの要因で、文化財の保護、補修、管理が危機的状況にあります。
　町は文化財保存活用地域計画の令和６年度認定（文化庁）を目指して、今後２年間を策定機関と指定し、
各団体から意見を聴く、また住民アンケートを実施するとともに、文化財保護審議会や教育委員会にも内
容を諮りながら取りまとめていく予定となっています。この地域計画の認定を受けると、新たな登録文化
財を推薦しやすくなり、また地域住民や団体が協議会や実行委員会を結成し、補助事業が認められれば、
国から活動補助が出るという制度もあります。さらに、この地域計画を持つと、地域ぐるみで文化財を守
る仕組みがスタートできるというメリットもあります。

国指定文化財の正明寺本堂（松尾）

県指定文化財の日野曳山祭（日野祭）

有形文化財

建造物

木造　５件 石造　25件

美術工芸品

石造品　５件 彫刻　18件 金工品　４件

絵画　５件 典籍・古文書　６件

民俗文化財

有形民俗文化財　１件 無形民俗文化財　２件

選択民俗文化財　１件 民俗芸能　２件

記念物

史跡　２件 天然記念物　５件
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付託案件

議第74号　財産の取得について（町道西大路鎌掛線用地）
　日野町大字西大路地先の土地合計18筆
9,480.40㎡　取得金額　2,281万2,152円
町道西大路鎌掛線用地の取得です。

議第75号　 日野町森林空間活用施設の指定管理者の指定
について

　日野町森林空間活用施設（グリム冒険の森）の指定管理期間が令
和４年３月31日で終了のため、令和４年４月１日から令和８年３月
31日までの期間施設の指定管理者を指定するものです。
　今回の指定管理者は熊野企業組合になります。

議第83号　日野町下水道事業会計補正予算（第１号）
　人事異動等による人件費に関する経費の増額補正。
社会資本整備総合交付金および防災・安全社会資本整備総合交付金の
追加による建設改良費の増額補正。
雨水排水渠整備工事他が行われます。

※議第74号他２件の議案は全員賛成で可決すべきとしました。

調査・研究

令和３年産米　米価下落に対する緊急要請について
　今議会、グリーン近江農業協同組合・滋賀県東近江地域農政連絡協議会から「令和３年産米　米価下
落に対する緊急要請」が提出されました。
　また、議会と農業委員会との懇談会の中でも多くの意見をいただき、調査・研究を行いました。
　意見交換では、“農家は２年連続で下落となり困窮している”、“国土の保全、防災、環境保全の側面
もあり、農地を守っていかなければならない”、“日野町は中山間地域の課題もあり、大規模化できない”
等の意見があり、委員会として意見書を提出することとしました。

意見書決議
　令和３年産米　米価下落に対する対策を求める意見書を全員賛成で採択しました。米価が大幅な下落
となり、農家は大打撃を被っている。農業に重きを置く地域社会と農家への支援対策を求めるものです。

産業建設常任委員会

新たな指定管理者が決まった
グリム冒険の森

雨水排水渠整備工事が行われている岡本町
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付託案件

議第76号　 日野町特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定について

　条例改正の主な目的は、保護者と保育事業者間の行政手続き等の簡略化、負担軽減のため電子化する
ものです。

議第77号　 日野町家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について

　条例改正の主な目的は、保育事業者と町との間の行政手続き等の簡略化、負
担軽減のため電子化するものです。現在、日野町での該当する施設はありません。

議第78号　 日野町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定
について

　来年度より出産一時金40万４千円を40万８千円に改めるものです。

議第79号　日野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
　この条例改正は、未就学児にかかる均等割を５割軽減するものです。
　令和３年度における町内の該当者は105名です。

議第81号　令和３年度日野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　制度改正による未就学児にかかる国民健康保険税の均等割軽減措置に伴うシステム改修費（６町クラ
ウド）を新規計上などです。 417万７千円

議第82号　 令和３年度日野町介護保険特別会計補正予算（第２号）
　人事異動等による人件費に関する経費を減額補正するほか、介護給付費準備基金
積立金等を増額補正するものです。 589万８千円

委員会での主な議論

　現在、日野町では幼稚園・保育所の施設の老朽化、保育士不足、保育園では待機児童が出ています。
一方、幼稚園では定員割れなどの課題があります。その中で、統廃合の議論等課題解決に向けて、地
域住民の皆さんの理解を得られる進め方での議論の必要性が話し合われました。
　また、国民健康保険の一部改正では、未就学児に係る均等割額が５割軽減となり、該当世帯にとっ
ては少し軽減されることなどが議論となりました。
　以上、議第76号から議第79号、議第81号から議第82号までの６議案について、討論なく一括採決し、
全員賛成、可決すべきものと決しました。

厚生常任委員会
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報
告
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調査・研究

①日野町における幹線道路の現状と今後の取り組みについて（建設計画課）
１） 県道西明寺安部居線について、12月28日から供用開始される運びとなり、
歩道については道路を横切ることになり、安全性を問う質問がでました。

２） 町道内池水口線にあるラウンドアバウトについて、交差点の箇所が小さく、
大型トラックが困難して通行している、重量規制はどうなのか、夜間は
暗く分かりにくいなど、安全対策はどうなっているかと質問がでました。

② 県内の「道の駅」の現状と今後の展望について
　　　　　　　　　　　　  （農林課・商工観光課）
　町内に道の駅を設置してはどうか、と過去から一般質問でも提案さ
れ、道の駅が地方創生に果たす役割がどの程度及ぼすものなのか、現
状の把握と可能性について調査研究をしていきました。
１） 滋賀県の道の駅の現状　右表の通り20駅です。
２） 道の駅が果たす役割の変化（（株）しがぎん経済文化センター資料）
　　第１ステージ　 通過する道路利用者へのサービスの提供（1993

年～）
　　第２ステージ　道の駅自体が目的地（2013年～）
　　これからの道の駅　地方創生・観光を加速する拠点（2020年～）
３） 運営主体や運営方法、経営状況なども調査、経営については、市町・
公益法人の直営店を除いた17駅について、黒字経営は７駅である
ことが分かりました。

地方創生特別委員会

町の答え
　地元からの要望を県に提出した際にも要望は出ていた。このバイパ
スの起点箇所は危険であるため、供用開始するまでに安全対策につい
て県と協議を行い、地元に報告していく。

町の答え
　ラウンドアバウト交差点の大型トラックの通行規制は、20トン以下
となっている。通行規制の表示をしていくこと、照明灯は現状を確認
して必要可否を検討、県に要望していく。

意見
　町で道の駅の建設を考えると難しい３つの課題が
ある。①経営リスク②商品の品揃え、安定仕入れと供
給③事業主体である。行政は何らかの形で関わる必要
がある。日野町では、これまで民間出資投資を減らし
てきた経過があり、将来負担比率も悪くない。事業主
体が経営リスクを伴ってでもやろうとする者がいる
かである。経営体をどうしていくかが課題である。

安全性が問われている
佐久良会議所前

通行規制表示が必要な
ラウンドアバウト交差点

意見
　私は近江八幡「きてか～な」やフレンドマー
トへ出荷している。きてか～なには、日野から出
荷されている人もいて、日野にあればという意見
も聞く。道の駅で販売している知人が、品数を拡
げて、自分で勉強して、栽培するための施設を作
った方もいる。買う方も作る方も道の駅があるこ
とによって、可能性が広がってくると考えられる。

滋賀県の「道の駅」の現状
登録年月 駅　名 所在地 運営主体

種別
R2年観光
入込客数

1993年4月
あいの土山 甲賀市 第3セクター -
くつき新本陣 高島市 民間企業 262,800人
しんあさひ風車村 高島市 市町村 -

1995年4月 あいとうマーガレットステーション 東近江市 第3セクター 645,300人

1995年8月
びわ湖大橋米プラザ 大津市 公益法人 442,800人
近江母の郷 米原市 民間企業 -
こんぜの里りっとう 栗東市 第3セクター -

2002年8月
湖北みずとりステーション 長浜市 民間企業 -
草津 草津市 公益法人 -

2003年8月
竜王かがみの里 竜王町 第3セクター 528,100人
アグリの郷栗東 栗東市 第3セクター 344,400人

2004年8月 マキノ追坂峠 高島市 民間企業 -

2005年8月
藤樹の里あどがわ 高島市 民間企業 757,900人
伊吹の里 米原市 民間企業 369,100人

2009年7月 塩津海道あぢかまの里 長浜市 第3セクター 381,900人
2012年3月 せせらぎの里こうら 甲良町 民間企業 402,700人
2014年4月 妹子の郷 大津市 民間企業 718,800人
2014年10月 奥永源寺渓流の里 東近江市 民間企業 338,800人
2015年4月 アグリパーク竜王 竜王町 第3セクター 462,000人
2015年11月 浅井三姉妹の郷 長浜市 民間企業 -
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「議員の“なりて不足”解消へむけて-その②-」

研究テーマ：政務活動費の概要

＜どんな制度？＞
地方議会の議員に調査研究費、研修費、資料
購入費などの活動経費を交付する制度。

議会改革特別委員会

＜運用の仕方＞
多くの自治体が条例によって使途を制限し、
領収書等証拠書類の提出と剰余金の返還を義
務付け、収支報告書は公開され誰でも閲覧で
きるようにしている。

＜制度の背景＞
地方分権の推進が図られるにつれ、地方公共
団体の議会が担う役割がますます重要なもの
となってきている。議会活性化のためには、
議員の調査活動基盤の充実が必要不可欠であ
るとの観点から2000年の地方自治法改正によ
り制度化された。これ以降、各自治体の条例
制定によって導入が進んでいる。2012年の地
方自治法改正により政務調査費から政務活動
費へ名称変更された。

〈今後の方針〉
広く理解を得られるように、使途を制限するなど適正なルールを定めていく。

＜実施状況＞　　　　　　　（月額）
県議会全国平均　　　約35万円
市議会全国平均　　　約２万円
町議会全国平均　　　約１万円
日野町議会　　　　　　　なし
※滋賀県は全市が条例制定し交付している

※ 国会議員の文通費とは
全く異なるにゃん
※ 国会議員の文通費とは
全く異なるにゃん

「他団体・組織との意見交換会について」

町内団体や組織との意見交換会を実施しています。
（日野町議会では現在、感染症対策のため、不特定多数を対象とした報告会は自粛しています。）
意見交換会については、ご要望に応じて都度開催しておりますので、ご希望の際は議会事務局まで
連絡くださるようお願い致します。

～議員間討議から方向性を導き出す
「話し合い、提案する、積極的な議会」～

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
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令和３年12月
町議会定例会における
一般質問内容および質問順序

議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、
スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。

本会議の模様をインターネットで配信しています。 
（ライブ中継・録画中継）

上のQRコードを読み取ると
一般質問の録画が視聴できます。一般質問の録画が視聴できます。一般質問の録画が視聴できます。一般質問の録画が視聴できます。一般質問の録画が視聴できます。

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容

1 山田　人志 １  役場の人材育成（職員ごとの仕事量と難易度）
２  地元産業へのSDGsを考える P.11

2 髙橋　源三郎 １  新型コロナワクチン接種対応と今後の対策について
２ 日野菜の量産と販売網の開拓に力を P.12

3 西澤　正治 １ 令和３年産米、米価下落等にかかる対策について P.13

4 谷　　成隆 １ 都市計画法の線引きについてとデジタル化の到来 P.13

5 山本　秀喜

１ 新型コロナウイルス感染 第６波に備えて
２  地産地消（地商）で農業の活性化を！
３  国民スポーツ大会を前にスポーツの振興を！
４ 学童保育の入所見込みと施設整備について
５  日野町森林空間活用施設（グリム冒険の森）の指定
管理者の指定について

P.14

6 後藤　勇樹 １ 文化芸術・伝統行事の保護と伝承を
２ 日野町農業の課題と今後の取り組みは P.15

7 池元　法子
１ 町独自の緊急福祉灯油助成を
２ 国保税の統一は、日野町の税負担上昇が懸念
３ 「デジタル化」と個人情報保護について

P.16

8 齋藤　光弘 １ 米価下落等で収入減の農家に町独自の支援を
２ 幼稚園の認定こども園化を P.17

9 野矢　貴之 １ 教育機会確保法と不登校支援は？
２ 人材育成の社会教育を政策に！ P.18

10 中西　佳子 １ 町のデジタル化について
２ 地域共生社会の実現に向けて P.19

11 加 　和幸 １ 「防災情報伝達システム整備事業」の進捗は
２ 憲法を守り、生かす町政を P.20
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一 質般 問

現状で問題・課題はあるが、人材活用の取り組みは必要

役場の人材育成（職員ごとの仕事量と難易度）役場の人材育成

山田 人志 議員

　
職
員
ご
と
の
担
当

事
務
の
事
務
量
と
難

易
度
の
把
握
は
で
き
て
い
る
か
。

　
全
員
の
事
務
の
棚

卸
し
が
必
要
な
の
で

実
施
で
き
て
い
な
い
が
、必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
職
階
に
応
じ
た
仕

事
の
難
易
度
に
な
っ

て
い
る
か
。

　
職
階
は
考
慮
し
て

い
る
が
、年
齢
構
成

の
バ
ラ
ツ
キ
で
人
材
育
成
な

ど
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

　
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
っ
て

問
題
意
識
を
共
有
す

る
組
織
風
土
が
で
き
な
い
か
。

　
Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
様
々
な

効
果
が
期
待
で
き
る

の
で
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図

り
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
議
会
で「
職
員
数
が
足
り
な

い
の
に
財
政
事
情
で
増
員
は

難
し
い
」と
い
う
点
が
議
論
に

な
っ
た
の
で
、担
当
事
務
の
適

正
化
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

　
町
の
中
小
企
業・小
規
模
企

業
振
興
基
本
条
例
が
制
定
さ

れ
た
の
で
、「
誰
も
置
き
去
り

に
し
な
い
」と
い
う
S
D
Gｓ

の
理
念
で
、地
元
産
業
を
置
き

去
り
に
し
な
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
一
問
一
答

方
式
で
質
問
し
ま
し
た
。

　
地
元
産
業
が
減
少

す
る
一
番
の
理
由
は

後
継
者
が
い
な
い
こ
と
な
の

で
、町
の
事
業
承
継
の
対
策

に
つ
い
て
現
状
を
聞
き
た
い
。

　
後
継
者
不
足
の
実

態
を
把
握
す
る
た
め
、

調
査
の
実
施
に
つ
い
て
検
討

を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
建
設
業
は
他
の
業

種
よ
り
減
少
幅
が
大

き
い
が
、小
規
模
建
築
業
の

後
継
者
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
建
築
組
合
員
の
う

ち
約
40
％
は
後
継
者

が
お
ら
れ
な
い
と
推
測
し
て

い
る
。

　
木
造
住
宅
の
建
築

は
経
営
と
し
て
成
り

立
つ
が
、営
業
力
の
弱
み
で

そ
の
良
さ
が
伝
わ
ら
な
い
。

　
西
大
路
定
住
宅
地
で
は
、

営
業
の
機
会
が
あ
る
の
か
。

　
商
工
会
か
ら
の
要

請
は
あ
っ
た
が
、具

体
化
し
て
い
な
い
。

　
地
元
商
店
は
、Ｍ

Ｄ（
品
揃
え
）や
価
格

で
の
競
争
は
構
造
的
に
不
利

な
の
で
、大
型
店
と
の
差
別

化
を
ど
う
考
え
れ
ば
良
い
か
。

　
多
様
な
顧
客
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
機
能
の

打
ち
出
し
が
考
え
ら
れ
る
。

地
域
社
会
へ
の
貢
献
も
差
別

化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
。

　
振
興
基
本
条
例
に

書
か
れ
て
い
る「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
発

展
」と
は
そ
の
意
味
か
、記
述

の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
聞
き

た
い
。

　
商
い
を
通
し
て
人

と
人
を
つ
な
ぐ
機
能

を
高
め
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
で
条
例
に
盛
り
込
ん
だ
。

　
地
元
産
業
の
う
ち

稲
作
農
業
は
、
町
内

で
は
多
く
が
経
営
と
し
て
成

り
立
た
な
い
環
境
で
あ
る
こ

と
が
農
業
委
員
会
の
話
を
聞

い
て
分
か
っ
た
。
し
か
し
、

様
々
な
意
味
で
農
地
を
維
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
国
土
保
全
の
対
価

と
し
て
の
施
策
を
講
じ
ら
れ

な
い
の
か
。

　
大
規
模
集
約
で
き

れ
ば
稲
作
は
経
営
と

し
て
成
り
立
つ
が
、町
内
で

は
そ
の
条
件
に
合
う
農
地
が

少
な
い
。

　
経
営
力
の
強
化
と
い
う
こ

と
で
な
く
社
会
資
本
を
守
る

発
想
で
の
政
策
が
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
中
小
・
小
規
模
企

業
振
興
基
本
条
例
を

制
定
し
た
の
を
機
に
、第
６

次
総
合
計
画
に
基
づ
く
産
業

分
野
の
個
別
計
画
策
定
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
、

そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

　
地
元
産
業
の
事
業

者
は
、高
齢
化
や
後

継
者
不
足
な
ど
で
大
変
厳
し

い
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
が
、

多
く
の
人
が
つ
な
が
る
公
共

資
本
な
の
で
、そ
れ
ら
を
持

続
可
能
に
す
る
こ
と
は
町
政

の
使
命
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

　
町
内
で
創
業
さ
れ
る
動
き

も
あ
り
、そ
う
し
た
新
た
な

動
き
を
活
か
し
な
が
ら
、事

業
承
継
や
空
き
店
舗
対
策
を

推
進
す
る
な
か
で
、必
要
で

あ
れ
ば
個
別
計
画
の
策
定
を

検
討
し
た
い
。

地
元
産
業
へ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
を
考
え
る

地
元
産
業
へ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

公
共
性
の
あ
る
地
元
産
業
を
持
続
可
能
に
す
る
こ
と
は

使
命

次
ペ
ー
ジ
は
▼
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新型コロナワクチン接種対応と今後の対策について新型コロナワクチン接種対応と今後の対策について

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

推
進
チ
ー
ム
が
設
置
さ
れ
て

従
事
者
が
不
足
の
た
め
、土・

日
も
含
め
連
日
職
員
が
動
員

さ
れ
て
い
る
が
、問
題
は
発

生
し
な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
。

ま
た
、休
日
勤
務
者
に
対
し

て
は
、き
ち
ん
と
代
休
対
応

が
で
き
て
い
た
の
か
ど
う
か
。

　
ま
た
、動
員
だ
け
で
な
く

他
課
の
職
員
に
兼
務
辞
令
が

出
て
い
る
が
、兼
務
辞
令
が

出
た
職
員
は
何
名
い
た
の
か
。

ま
た
そ
の
期
間
は
ど
れ
く
ら

い
か
。そ
し
て
、兼
務
辞
令
が

出
た
職
員
は
ど
の
よ
う
に
し

て
選
ば
れ
た
の
か
、選
考
基

準
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ

い
。こ
の
場
合
、選
ば
れ
た
職

員
は
本
来
の
自
分
の
仕
事
を

持
っ
た
上
で
、さ
ら
に
他
課

の
仕
事
も
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、こ
れ
は
肉
体
的
に
も
精

神
的
に
も
大
き
な
負
担
が
か

か
る
と
思
う
が
、問
題
は
な

か
っ
た
の
か
。

　
そ
れ
と
３
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
と
第
６
波
へ
の
対
応

に
つ
い
て
、町
と
し
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

　
日
野
町
に
は
特
産

品
と
し
て
の
食
べ
物

が
沢
山
あ
る
。
と
り
わ
け
町

の
地
名
で
あ
る
「
日
野
」
の

名
が
つ
く
特
産
品
に
は
「
日

野
菜
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
質
問
で
す
が
、
町

内
で
の
販
売
や
消
費
量
は
、

全
体
の
生
産
量
か
ら
見
て
何

％
く
ら
い
を
占
め
る
の
か
。

ま
た
、
学
校
給
食
で
は
年
に

何
回
く
ら
い
日
野
菜
漬
け
が

出
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
日
野
菜
振
興
の
た
め
、
町

内
で
「
日
野
菜
の
日
」
を
定

め
月
に
一
度
は
各
家
庭
で
日

野
菜
漬
け
を
食
べ
て
い
た
だ

き
、
習
慣
化
を
推
進
し
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
町
内
に
は

鎌
掛
や
深
山
口
を
は
じ
め
、

日
野
菜
の
栽
培
に
適
し
た
農

地
が
沢
山
あ
る
の
で
、
高
齢

者
の
労
力
を
い
か
に
活
用
す

る
か
と
い
う
課
題
も
含
め
、

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を

常
に
保
っ
て
い
く
工
夫
も
必

要
だ
と
思
う
が
、
町
と
し
て

の
何
か
良
い
ア
イ
デ
ア
や
未

来
展
望
が
あ
る
の
か
伺
い
ま

す
。

　
令
和
２
年
度
の
作

付
面
積
は
7
・
5
ha
、

収
穫
量
は
約
32
ｔ
、
Ｊ
Ａ
の

加
工
品
の
販
売
額
は
お
よ
そ

２
千
２
５
０
万
円
。
こ
の
内

町
内
で
の
販
売
実
績
は
Ｊ
Ａ

グ
リ
ー
ン
近
江
日
野
東
店
は

じ
め
フ
レ
ン
ド
マ
ー
ト
日
野

店
な
ど
で
約
45
％
を
占
め
て

い
る
。
よ
っ
て
あ
と
の
55
％

は
町
外
で
販
売
さ
れ
て
い

る
。

　
次
に
町
内
の
小
学
校
で
の

米
飯
給
食
の
時
に
日
野
菜
漬

け
が
出
さ
れ
る
の
は
年
に
２

回
程
度
で
あ
る
。

　「
日
野
菜
の
日
」
に
つ
い

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
推
進
チ
ー
ム
を

設
置
し
て
会
場
運
営
に
係
る

多
く
の
事
務
が
必
要
と
な
っ

た
た
め
、各
所
属
か
ら
の
動

員
に
よ
り
対
応
し
た
。大
き

な
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
と

考
え
て
い
る
。ま
た
通
常
業

務
に
加
え
新
た
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
業
務
に
従
事
す
る
こ
と

か
ら
、時
間
外
勤
務
に
よ
り

対
応
し
た
職
員
も
い
た
。ま

た
休
日
勤
務
を
し
た
職
員
は
、

代
休
を
希
望
す
る
場
合
は
代

休
対
応
と
し
、希
望
し
な
い

場
合
は
休
日
勤
務
手
当
を
支

給
し
た
。

　
次
に
、兼
務
辞
令
を
発
令

し
た
職
員
は
、福
祉
保
健
課

の
職
員
を
主
と
し
て
全
部
で

23
名
。内
１
名
は
９
月
に
解

除
し
現
在
は
22
名
体
制
。

　
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
関
し
て
は
、希
望
者
へ
着

実
に
実
施
で
き
る
よ
う
体
制

を
整
え
る
と
と
も
に
、第
６

波
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
県

の
保
健
・
医
療
体
制
整
備
を

踏
ま
え
つ
つ
、東
近
江
保
健

所
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
。

髙橋 源三郎 議員

現場は混乱なく進み、大きな問題は発生していない

日
野
菜
の
量
産
と
販
売
網
の
開
拓
に
力
を

需
要
を
見
極
め
た
上
で
生
産
へ
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
る

て
は
消
費
拡
大
の
Ｐ
Ｒ
方
法

と
し
て
参
考
に
さ
せ
て
頂

く
。

　
日
野
菜
の
生
産
拡
大
に
つ

い
て
は
土
壌
の
状
態
に
対
し

様
々
な
工
夫
を
施
し
、
規
格

に
合
っ
た
日
野
菜
を
生
産
す

る
の
に
大
変
な
ご
苦
労
を
し

て
頂
い
て
い
る
。
ま
た
販
売

網
の
開
拓
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ａ

の
販
売
戦
略
と
し
て
、
平
和

堂
が
展
開
す
る
東
近
江
管
内

の
フ
レ
ン
ド
マ
ー
ト
を
中
心

に
販
売
を
強
化
し
て
い
る
。

ま
た
都
市
圏
で
の
販
売
は
大

口
受
注
が
あ
る
も
の
の
応
じ

き
れ
て
い
な
い
た
め
、
ネ
ッ

ト
販
売
や
注
文
販
売
で
対
応

し
て
い
る
。
今
後
は
他
市
町

で
栽
培
さ
れ
た
日
野
菜
と
の

差
別
化
を
図
っ
て
い
く
。 ▲日野菜漬工場の

加工の様子

▲日野菜の収穫
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一 質般 問

近隣市町などの情報収集に努める

令和3年産米、米価下落にかかる対策について令和3年産米、米価下落にかかる対策について

谷 成隆 議員

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
、
外
食
需
要
が
減
少
し
、

令
和
2
年
産
米
は
過
大
な
流

通
在
庫
が
発
生
し
て
価
格
が

下
落
し
ま
し
た
。

　
令
和
3
年
産
米
も
、
滋
賀

県
農
業
再
生
協
議
会
に
お
い

て
対
策
を
取
ら
れ
ま
し
た
が
、

在
庫
は
増
大
、
今
年
の
産
米

は
更
に
大
幅
な
下
落
と
な
り

ま
し
た
。
持
続
可
能
な
農
業

経
営
を
確
保
す
る
が
出
来
ず
、

米
作
農
家
の
離
農
が
加
速
す

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

①
令
和
4
年
度
以
降
の
町
の

農
業
施
策
で
の
対
策
は
。

②
日
野
川
流
域
土
地
改
良
区

の
水
利
費
は
軽
減
で
き
な

い
か
。

③
安
定
的
な
生
産
が
で
き
る

よ
う
な
施
策
を
講
じ
ら
れ

な
い
か
。

①
米
価
の
大
幅
な
下

落
は
、
全
国
の
稲

作
農
家
が
悲
鳴
を
あ
げ
る

事
態
と
な
り
、
国
が
15
万

ト
ン
の
米
を
市
場
か
ら
実

質
隔
離
す
る
補
正
予
算
を

打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

本
年
度
産
米
の
収
穫
量
が

豊
作
基
調
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
需
給
の
見
通
し

は
厳
し
い
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
リ
ス
ク
に
備

え
、
収
入
保
険
制
度
や
経

営
所
得
安
定
対
策
等
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
の
支
援
に
つ
い
て
、
近

隣
市
町
な
ど
の
情
報
収
集

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

②
日
野
川
流
域
土
地
改
良
区

総
代
会
で
決
議
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
農
家
の
声
と

し
て
会
議
の
中
で
届
け
て

参
り
ま
す
。

③
中
山
間
地
の
日
野
町
に
は
、

構
造
的
な
課
題
が
あ
り
、

米
の
生
産
に
お
い
て
は
個

人
の
力
と
組
織
の
力
を
合

わ
せ
た
運
営
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
線
引
き
に
つ
い
て

は
市
街
化
の
圧
力
が

強
い
都
市
計
画
区
域
、
無
秩

序
な
市
街
化
の
開
発
の
防
止

を
目
的
と
し
、
既
に
市
街
化

を
形
成
し
て
い
る
区
域
と
期

間
を
定
め
た
優
先
的
か
つ
計

画
的
に
目
的
を
定
め
た
市
街

化
区
域
と
市
街
化
の
抑
制
を

し
、
自
然
環
境
を
守
る
市
街

化
調
整
区
域
に
大
別
。
日
野

町
で
線
引
き
が
さ
れ
て
48
年

を
迎
え
る
、
区
画
整
理
事
業

と
し
て
日
野
中
部
、
東
部
、

い
せ
の
で
実
施
、
昨
季
に
完

成
し
た
コ
ス
モ
ス
ラ
ー
ラ
西

大
路
、
日
野
町
で
は
将
来
を

見
据
え
て
な
ぜ
区
画
整
理
事

業
を
積
極
的
に
行
わ
な
い
の

か
。

　
市
街
化
区
域
内
に
未
整
備

区
域
で
農
地
部
分
は
町
が
整

備
促
進
を
所
有
者
に
求
め
調

査
研
究
、
今
後
「
未
来
あ
る

街
づ
く
り
」
に
ど
の
様
に
取

り
組
む
の
か
、
区
画
整
理
事

業
を
終
え
た
地
区
に
は
農
地

部
分
が
あ
る
の
か
。
こ
の
地

域
は
住
宅
建
築
に
人
気
が
あ

る
が
進
ま
な
い
理
由
は
、
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
を
町

は
何
か
参
考
に
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　
市
街
化
区
域
内
の

農
地
部
分
は
、
市
街

化
区
域
6
9
5
ha
の
う
ち
、

農
地
7
・
4
ha
全
体
で
約

10
・
6
%
、
整
備
促
進
の
経

緯
は
有
り
ま
せ
ん
。
調
査
研

究
で
は
、
線
引
き
後
、
長
年

未
利
用
地
を
市
街
化
区
域
を

対
象
に
「
日
野
町
定
住
宅
地

化
整
備
検
討
調
査
」
を
平
成

西澤 正治 議員

27
年
度
に
実
施
、
結
果
に
も

と
づ
き
西
大
路
定
住
宅
地
整

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
市

街
化
区
域
問
題
の
取
り
組
み

は
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
地
区
別
構
想
で
特
色
を

生
か
し
定
期
的
な
区
域
区
分

の
見
直
し
時
に
未
利
用
地
、

市
街
化
区
域
の
逆
線
引
き
を

含
め
新
た
な
市
街
化
の
形
成

に
上
位
計
画
に
基
づ
き
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
区
画
整

理
区
内
の
農
地
は
中
部
40
・

3
ha
の
う
ち
農
地
3
・
8
ha

い
せ
の
6
・
4
ha
う
ち
0
・

8
ha
、
東
部
24
ha
、
う
ち

3
・
3
ha
、
区
域
内
の
農
地

は
約
11
・
2
%
耕
作
さ
れ
て

い
る
農
地
が
現
存
す
る
要
因

は
地
権
者
の
意
向
で
あ
ろ
う

と
考
え
ま
す
。

都
市
計
画
法
の
線
引
き
に
つ
い
て
と

デ
ジ
タ
ル
化
の
到
来

都
市
計
画
法
の
線
引
き
に
つ
い
て
と

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

基
づ
い
た
市
街
化
形
成
を
行
う

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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国民スポーツ大会を前にスポーツの振興を！
大谷公園プールはどうする？大谷公園プールはどうする？
大谷公園はスポーツの拠点として、みんなで構想を作りあげたい
大谷公園プールは改修や新設をしないと明言される

　
日
野
町
に
は
大
谷

公
園
が
ス
ポ
ー
ツ
施

設
と
し
て
集
約
さ
れ
て
い
ま

す
。グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

は
整
備
が
進
み
ま
し
た
が
、

休
止
し
て
い
る
プ
ー
ル
が
見

ら
れ
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
話
題
に
な
っ
た
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
や
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
な

ど
の
新
し
い
競
技
の
施
設
は

残
念
な
が
ら
何
も
存
在
し
て

い
ま
せ
ん
。

2
0
2
5
年
に
は
、滋
賀

県
で
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
日
野
町
は
軟
式
野
球
）が
開

催
さ
れ
る
こ
と
を
前
に
、ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
目
を
向
け
、

大
谷
公
園
の
存
在
価
値
を
高

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。た

だ
、施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

多
額
の
コ
ス
ト
と
管
理
費
用

負
担
が
か
か
り
、今
後
ど
う

し
て
い
く
の
か
十
分
な
議
論

を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。町
が
進
め
る
施
設
整

備
と
、今
後
時
代
に
あ
っ
た

ニ
ー
ズ
を
ど
う
取
り
込
も
う

と
し
て
い
る
の
か
、町
の
考

え
を
伺
い
ま
し
た
。

　
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
前
に
、次
年
度

野
球
場
及
び
付
帯
設
備
の
整

備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
大
谷
公
園
プ
ー
ル
は
、真

に
必
要
か
否
か
を
検
証
し
た

結
果
、改
修
や
新
設
を
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、こ
の
改
修
し
な
い
こ

と
は
、関
係
団
体
に
説
明
で

き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
教
育
長
か
ら
は
、「
子
ど
も

の
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
良
さ

を
感
じ
さ
せ
、生
涯
に
渡
っ

て
愛
し
て
い
く
、そ
う
い
う

町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。大
谷

公
園
を
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と

し
て
、み
ん
な
で
考
え
て
、み

ん
な
で
作
り
あ
げ
て
、さ
ら

に
盛
り
上
げ
て
い
く
。そ
の

た
め
に
、町
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
聞
き
な
が
ら
、み
ん
な

で
構
想
を
作
り
上
げ
て
い

く
。」そ
う
い
っ
た
心
意
気
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

山本 秀喜 議員

　
第
６
次
日
野
町
総

合
計
画
の「
農
業
」で

は
、「
持
続
的
発
展
と
農
業
生

産・特
産
品
の
振
興
、地
域
内

消
費
の
推
進
」が
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。農
業
の
持
続
的

発
展
と
は
言
っ
て
は
い
る
も

の
の
、出
だ
し
か
ら
米
価
下

落
の
追
い
打
ち
が
重
な
り
、

農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
厳
し
い

状
況
を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、地
元
で
は

耕
作
で
き
て
い
な
か
っ
た
田

ん
ぼ
を
耕
運
し
、有
機
農
法

で
お
米
や
野
菜
を
作
ら
れ
、

地
域
の
方
と
の
交
流
も
生
ま

れ
て
い
る
と
う
れ
し
い
話
題

も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
こ
れ
か
ら
の
農
業

振
興
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
住

民
協
働
で
日
野
産
品
の
販
売

も
含
め
た
生
産
拡
大
と
地
産

地
消（
地
商
）の
推
進
拡
大
」

を
提
唱
し
、現
状
と
施
策
を

伺
い
ま
し
た
。

　
更
に
突
っ
込
ん
で
、日
野

産
の
お
米
や
野
菜
を
町
内
の

企
業
の
食
堂
で
食
べ
て
も
ら

う
こ
と
や
、学
校
給
食
で
の

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク（
有
機
農
産

物
）化
を
進
め
る
こ
と
を
提

案
し
、町
の
考
え
を
伺
い
ま

し
た
。

　
日
野
産
品
の
販
売
、

出
荷
実
績
な
ど
は
表

に
記
載
の
通
り
で
す
。

　
町
の
施
策
は
、米
や
野
菜

の
生
産
振
興
や
助
成
に
お
い

て
J
A
と
行
政
が
連
携
し
、

現
地
研
修
な
ど
を
実
施
し
、

学
校
給
食
で
地
産
地
消
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
町
内
企
業
の
食
堂
で
は
、

既
に
ダ
イ
フ
ク（
株
）で
、日

野
産
の
お
米
や
野
菜
が
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。学
校
給
食

の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
は
、国

の
ミ
ド
リ
戦
略
が
あ
り
、滋

賀
県
も
同
調
し
て
い
ま
す
。

町
に
お
い
て
は
、ま
ず
は
取

り
組
み
た
い
思
い
の
方
々
と

勉
強
会
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次年度改修される
大谷公園野球場

日野菜栽培の現地研修

地
産
地
消（
地
商
）で
農
業
の
活
性
化
を
！

日
野
産
品
の
お
米
を
町
内
企
業
の
食
堂
で
食
べ
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
？

学
校
給
食
で
地
産
地
消
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る

日
野
産
の
お
米
や
野
菜
が
町
内
企
業
の
食
堂
で
使
わ
れ
て
い
る
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一 質般 問

文化財保存活用地域計画を策定し、しっかり取り組む

文化芸術・伝統行事の保護と伝承を文化芸術・伝統行事の保護と伝承を

　
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域

の
伝
統
行
事
の
縮
小

や
中
止
が
続
い
て
お
り
、
継

承
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
曳
山
や
山
倉
を
は
じ

め
、
古
文
書
な
ど
数
多
く
の

文
化
財
の
保
護
、
修
繕
、
活

用
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か
り

と
し
た
計
画
が
必
要
で
す
。

　
町
民
の
宝
で
あ
る
こ
れ
ら

の
伝
統
行
事
や
文
化
財
の
保

護
伝
承
に
つ
い
て
見
解
を
伺

い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
）

　
中
止
や
縮
小
で
存

続
危
機
に
あ
る
伝
統
行
事
も

あ
る
と
聞
き
ま
す
。曳
山
の

修
繕
も
県
の
補
助
を
受
け
順

に
行
っ
て
い
ま
す
が
、十
分

と
は
言
え
ず
、ふ
る
さ
と
館

や
日
野
商
人
館
、旧
南
比
都

佐
公
民
館
な
ど
で
保
管
す
る

古
文
書
等
も
満
杯
に
近
い
状

態
で
す
。町
は
Ｒ
６
年
度「
文

化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」

の
文
化
庁
認
定
に
向
け
、Ｒ

４
年
度
〜
５
年
度
に
計
画
策

定
を
行
う
予
定
で
す
。文
化

財
は
町
民
共
有
の
財
産
と
の

認
識
で
、保
護
、伝
承
、活
用

に
取
り
組
み
ま
す
。

後藤 勇樹 議員

日
野
町
農
業
の
課
題
と
今
後
の
取
り
組
み
は

農
家
の
理
解
を
得
つ
つ

農
地
集
積
化
や
転
作
も
進
め
て
い
き
た
い

　
日
野
町
の
農
家
は

15
年
間
で
４
６
０
戸

減
少
、
生
産
額
も
10
億
円
減

少
し
て
い
ま
す
。
獣
害
や
後

継
者
不
足
等
の
課
題
も
抱

え
、
今
後
が
心
配
で
す
。
森

林
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
か

ら
森
林
環
境
譲
与
税
の
支
給

や
、
森
林
経
営
管
理
制
度
も

施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ

効
果
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

現
状
と
今
後
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
里
山
整
備
へ

の
一
助
と
し
て
、
住
民
貸
し

出
し
用
の
大
型
木
材
粉
砕
機

を
導
入
す
れ
ば
、
チ
ッ
プ
が

燃
料
や
肥
料
に
利
用
で
き
、

検
討
す
る
価
値
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

（
産
業
建
設
主
監
）

　
中
山
間
地
が
多
い

日
野
町
の
農
業
で
は
、
大
型

農
機
が
使
え
ず
コ
ス
ト
も
か

か
る
の
で
若
者
の
農
業
離
れ

が
進
ん
で
い
ま
す
。
Ｈ
２
年

度
か
ら
集
落
営
農
へ
の
県
補

助
金
が
創
設
さ
れ
、
町
内
に

も
集
落
営
農
組
織
が
40
以
上

発
足
し
た
も
の
の
、
機
械
の

更
新
計
画
等
が
浅
か
っ
た
組

織
は
長
続
き
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
大
規
模
集
積
化
が
可
能

な
圃
場
で
は
米
を
、
稲
作
に

苦
労
す
る
圃
場
で
は
高
収
益

野
菜
等
の
栽
培
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
農
家
の
意

向
も
あ
り
、
進
捗
し
て
い
ま

せ
ん
。
獣
害
対
策
も
含
め
、

今
後
も
理
解
を
得
な
が
ら
進

め
ま
す
。
森
林
経
営
の
面
で

は
熊
野
で
境
界
調
査
に
着
手

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い

方
は
、
各
課
か
ら
も
意
見
を

聞
き
、
効
果
的
な
活
用
法
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
伐
採
し
た
木
材
や
竹
な

ど
を
粉
砕
し
て
チ
ッ
プ
に
で

き
る
木
材
粉
砕
機
を
町
が
導

入
し
、
住
民
に
貸
し
出
す
こ

と
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
て

い
け
る
と
思
い
ま
す
。

▶

 

勇
壮
な
曳
山
も
、
維
持
・
補

修
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か

り
ま
す

▶

 

傷
み
が
激
し
く
、
補
修
が
待

た
れ
る
河
村
若
芝
作
の
掛
軸

（
正
明
寺
蔵
）

木材粉砕機（他所の例）

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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国の非課税世帯の臨時特別給付金に取り組む

町独自の緊急福祉灯油助成を

　
今
年
は
ガ
ソ
リ
ン

の
価
格
高
騰
に
伴
い
、

灯
油
価
格
も
近
年
最
高
の
値

上
が
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
暖
房
が
必
要
と
な
る
こ
の

時
期
と
な
り
、家
計
に
与
え

る
負
担
は
大
き
く
、体
調
管

理
の
面
で
も
特
に
高
齢
者
に

と
っ
て
、コ
ロ
ナ
禍
で
暖
房

を
控
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
藤
澤
前
町
長
時
代
に
は
、

原
油
価
格
の
高
騰
や
生
活
緊

急
支
援
と
し
て
３
回
助
成
が

さ
れ
、大
変
喜
ば
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
も
、ぜ
ひ
、早
急

に
助
成
支
援
を
求
め
る
。

　
原
油
価
格
の
高
騰

で
、
ガ
ソ
リ
ン
や
灯

油
価
格
に
つ
い
て
高
騰
水
準

が
続
い
て
い
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。

　
住
民
の
み
な
さ
ん
の
暮
ら

し
を
支
え
る
た
め
の
有
効
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
国
が
準
備
を
進
め
る

「
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対

す
る
臨
時
特
別
給
付
金
」
の

事
業
等
を
含
め
、
適
切
に
取

り
組
む
た
め
の
検
討
を
す

る
。

　
町
独
自
施
策
と
し
て
水
道

料
金
の
基
本
料
金
２
ヵ
月
分

の
免
除
を
実
施
し
て
い
る
。

※
灯
油
助
成
に
つ
い
て
も
、

特
別
交
付
税
措
置
で
50
％

の
措
置
が
あ
る
こ
と
を
示

し
ま
し
た
が
、
町
独
自
の

施
策
に
取
り
組
む
と
い
う

回
答
は
頂
け
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
平
成
30
年
度
か
ら

国
保
の
都
道
府
県
単

位
化
が
実
施
さ
れ
、
４
年
目

に
な
っ
て
い
る
。

　
来
年
度
か
ら
未
就
学
児
ま

で
の
子
ど
も
に
か
か
る
均
等

割
の
減
免
が
行
わ
れ
、
一
歩

前
進
か
と
思
う
。

　
し
か
し
、
第
２
期
滋
賀
県

国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
の

策
定
で
は
、
我
が
町
に
は
不

利
益
な
納
付
金
･
保
険
税
の

算
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
の
市
町

連
携
会
議
･
首
長
会
議
等
の

状
況
･
経
過
を
伺
う
。

　
ま
た
、
日
野
町
の
来
年
度

保
険
税
の
町
の
考
え
を
伺

う
。

　
県
の
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
通
常

総
会
に
お
い
て
、
町
長
は

「
保
険
税
統
一
に
向
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
の
事
情
が

あ
る
中
、
段
階
を
踏
み
慎
重

に
進
め
て
い
く
も
の
で
あ
る

べ
き
。」
と
発
言
。
同
連
合

会
理
事
長
の
橋
川
草
津
市
長

も
「
こ
れ
は
十
分
、
県
と
各

市
町
で
議
論
を
し
て
、
整
理

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」
と
発
言
し
た
。

　
県
の
決
算
に
お
け
る
多
額

の
剰
余
金
も
保
険
料
（
税
）

の
値
上
げ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

日
野
町
の
来
年
度
保
険
税
に

つ
い
て
も
、
値
上
げ
に
な
ら

な
い
よ
う
据
え
置
く
つ
も
り

で
あ
る
。

池元 法子 議員

町
長
も
担
当
課
も
町
民
を
守
る
立
場
で
県
と
対
応

国
保
税
の
統
一
は
、日
野
町
の
税
負
担
上
昇
が
懸
念

▲日野記念病院

《
要
望
》
収
納
率
の
高

い
所
は
ほ
と
ん
ど
小
さ

い
自
治
体
で
あ
る
。
６

町
協
力
し
て
町
村
会
を

通
じ
て
、
国
に
財
政
負

担
を
求
め
る
と
と
も

に
、
県
に
は
高
い
国
保

料
（
税
）
を
引
き
下
げ

る
た
め
に
、
多
額
の
基

金
か
ら
の
負
担
を
求
め

て
も
ら
い
た
い
。
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一 質般 問

　
米
価
下
落
の
背
景

に
は
、
近
年
の
人
口

減
少
や
食
の
多
様
化
な
ど
に

加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
コ

メ
の
需
要
の
低
迷
が
あ
り
、

同
時
に
、
今
年
の
作
況
が
豊

作
傾
向
で
あ
り
、
コ
メ
の
在

庫
量
は
増
え
る
見
通
し
で

す
。
米
価
が
さ
ら
に
下
落
す

る
と
、
収
穫
収
入
よ
り
生
産

費
が
上
回
り
赤
字
と
な
る
見

込
み
で
、
２
年
連
続
と
な
る

米
価
下
落
は
稲
作
農
家
に
深

刻
な
打
撃
を
与
え
て
い
ま

す
。

　
今
こ
そ
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

に
伴
う
米
価
下
落
等
に
よ
り

収
入
が
減
少
し
た
農
家
に
対

す
る
町
独
自
の
支
援
を
求

め
、
同
時
に
、
中
山
間
地
域

直
接
支
払
制
度
の
緩
傾
斜
地

拡
充
を
直
ち
に
実
現
す
る
よ

う
求
め
質
問
し
ま
し
た
。

①
日
野
町
の
米
価
の
状
況
と

農
家
へ
の
影
響
は
。

②
農
家
に
対
す
る
町
独
自
の

支
援
の
考
え
は
。

③
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制

度
事
業
の
緩
傾
斜
地
拡
充

を
直
ち
に
実
施
す
る
考
え

は
。

①
1
ha
の
稲
作
生
産

農
家
で
あ
れ
ば
平

均
単
収
で
収
穫
さ
れ
た
場

合
、
18
万
6
千
円
ほ
ど
の

減
収
と
な
り
、
町
の
全
作

付
面
積
１
１
４
０
ha
で
算

定
す
る
と
全
体
で
２
億
円

程
の
収
入
減
と
な
り
ま
す
。

②
農
業
所
得
の
減
少
対
策
と

し
て
、
収
入
保
険
制
度
に

多
く
の
農
家
さ
ん
に
加
入

い
た
だ
き
た
い
で
す
。
他

県
に
お
い
て
は
、
特
別
な

支
援
策
が
出
さ
れ
て
い
る

例
も
あ
り
、
近
隣
市
町
な

ど
情
報
収
集
に
努
め
ま
す
。

③
現
在
、
該
当
す
る
20
集
落

に
意
向
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
取
り
組
み
の
意
向

を
示
さ
れ
た
集
落
の
測
量

に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

齋藤 光弘 議員

　
女
性
の
社
会
進
出

な
ど
で
、
保
育
の
低

年
齢
化
や
長
時
間
保
育
の
ニ

ー
ズ
が
高
ま
り
、
幼
稚
園
は

入
園
者
数
が
減
少
し
、
保
育

所
は
入
所
数
が
増
加
す
る
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
保
育

所
や
幼
稚
園
に
求
め
る
保
護

者
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
お

り
、
行
政
の
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
を
認

定
こ
ど
も
園
化
さ
れ
る
こ
と

を
希
望
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
ど
の
よ
う
に
事
業
展
開
す

る
予
定
な
の
か
、
質
問
し
ま

し
た
。

①
求
め
ら
れ
る
保
育
ニ
ー
ズ

は
何
か
。

②
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
に
、
ど
の
よ
う
に
事
業

展
開
す
る
の
か
。

③
桜
谷
こ
ど
も
園
の
よ
う
な

認
定
こ
ど
も
園
に
で
き
な

い
か
。

①
来
年
度
の
低
年
齢

児
の
保
育
ニ
ー
ズ

は
更
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
共
働
き
や
核
家
族
化

等
に
よ
っ
て
、
長
時
間
預

か
れ
る
保
育
施
設
を
望
ま

れ
る
傾
向
が
顕
著
に
な

り
、
長
時
間
保
育
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
施
設
の
整
備

と
保
育
人
材
の
確
保
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

②
就
学
前
・
保
育
の
あ
り
方

を
検
討
し
た
う
え
で
、
今

後
更
新
時
期
を
迎
え
る
日

野
町
幼
児
教
育
・
保
育
施

設
の
再
編
計
画
の
策
定
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③
求
め
ら
れ
て
い
る
保
育
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
現
代
的

課
題
で
あ
る
多
様
化
す
る

家
庭
環
境
に
対
応
で
き
る

保
育
体
制
を
整
え
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
に
と
っ
て

最
も
良
い
保
育
環
境
の
提

供
を
す
る
た
め
に
、
行
政

と
し
て
何
を
す
べ
き
か
に

つ
い
て
懇
話
会
を
立
ち
上

げ
て
議
論
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
今
後
、
出

生
者
数
や
保
育
ニ
ー
ズ
を

見
極
め
な
が
ら
、
地
元
や

保
護
者
の
意
見
に
し
っ
か

り
と
傾
聴
し
、
就
学
前
教

育
・
保
育
の
あ
り
方
の
検

討
を
行
い
、
幼
児
教
育
・

保
育
施
設
の
再
編
計
画
の

策
定
を
進
め
、
町
民
の
皆

様
に
説
明
し
て
ま
い
り
ま

す
。

他県では支援されている例あり、情報収集に努めたい 

米価下落等で収入減の農家に町独自の支援を米価下落等で収入減の農家に町独自の支援を

幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化
を

幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化
を

▲桜谷こども園園舎

保
育
の
あ
り
方
の
検
討
を
す
る
懇
話
会
を
立
ち
上
げ
、

幼
児
教
育
・
保
育
施
設
の
再
編
計
画
の
策
定
を
進
め
る
。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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ケース会議などで要件を整理していきたい

教育機会確保法と不登校支援は？教育機会確保法と不登校支援は？

　
不
登
校
児
童
生
徒

が
増
加
傾
向
に
あ
る

の
は
全
国
的
な
問
題
で
、
田

舎
で
あ
る
日
野
町
も
例
外
で

は
な
い
。

　
教
育
機
会
確
保
法
で
は
、

不
登
校
の
児
童
生
徒
が
教
育

を
受
け
る
機
会
を
失
わ
な
い

よ
う
に
定
め
て
い
る
。

　
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

に
、
学
習
の
機
会
を
確
保
・

整
備
・
支
援
で
き
る
よ
う

に
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
よ

う
な
学
校
以
外
の
学
び
の
場

も
含
め
た
、
関
係
組
織
に
よ

る
話
し
合
い
や
検
討
会
を
も

っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
地
域
に
お
け
る
多

様
な
活
動
が
町
の
資

源
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
が
、
ど
こ

の
機
関
や
資
源
と
も
つ
な
が

っ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
は

避
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
教
育
課
程
や
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
な
ど
要
件
を
満
た
す
の

か
、
話
し
合
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
課
題
は
た
く
さ
ん
あ

る
。
今
後
ケ
ー
ス
会
議
の
中

に
、
様
々
な
方
に
も
参
加
い

た
だ
き
検
討
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
協
力
を
得
な
が

ら
整
理
し
て
い
き
た
い
。

野矢 貴之 議員

　「
学
校
教
育
が
生

き
る
力
を
育
む
も

の
」
と
し
た
ら
、「
社
会
教

育
は
人
生
を
豊
か
に
す
る
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ
っ
て

ほ
し
い
。
日
野
町
の
社
会
教

育
の
特
徴
は
、
公
民
館
を
代

表
す
る
住
民
活
動
で
あ
り
、

そ
れ
ら
は
素
晴
ら
し
い
も
の

だ
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の

主
体
が
自
主
的
な
住
民
活
動

と
い
う
こ
と
は
、
日
野
町
独

自
の
計
画
に
基
づ
い
た
社
会

教
育
の
機
会
は
、
あ
ま
り
な

い
の
で
は
。
そ
れ
が
日
野
町

の
社
会
教
育
の
制
度
や
仕
組

み
に
起
因
す
る
と
し
た
ら
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
期
待
し

に
く
い
。
町
が
お
こ
な
う
人

材
育
成
の
政
策
と
し
て
、
計

画
的
か
つ
継
続
的
な
社
会
教

育
を
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
の

か
。

　
既
存
の
各
種
団
体

の
思
い
や
活
動
も
大

切
に
し
て
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

社
会
教
育
団
体
や
社
会
教
育

委
員
の
仕
組
み
に
つ
い
て

は
、
変
化
が
起
き
に
く
い
枠

組
み
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な

い
。
公
募
と
い
う
の
も
良
い

案
の
一
つ
だ
と
思
う
の
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

身
近
な
と
こ
ろ
に
憧
れ
の
大

人
が
い
る
こ
と
が
大
切
だ
。

学
校
以
外
の
社
会
教
育
の
充

実
は
、
町
と
し
て
大
変
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。
公
民
館
で
、
提
案
型
の

事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
は
重
要

な
取
り
組
み
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

人
材
育
成
の
社
会
教
育
を
政
策
に
！

人
材
育
成
の
社
会
教
育
を
政
策
に
！

社
会
教
育
の
充
実
は
町
と
し
て
大
変
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

い
ろ
ん
な
機
関
が
連
携
し
て
取
り
組
み
た
い
。

教育機会確保法を根拠とした
不登校支援の事例
（滋賀県草津市）

＊フリースクール授業料の支援
不登校児童生徒数が増加傾向にあるため、草
津市が認定するフリースクールを利用する子
どもの保護者に対し、補助金を交付すること
により、不登校の子どもたちの通いの場を提
供し、将来的に社会的自立ができるよう支援
します。
補助率1/1～1/2
（草津市ホームページより抜粋）

＜現在の日野町の社会教育＞
・図書館
・公民館
・スポーツ
・文化
・社会教育団体など
主に住民が主体の自主的な活動

＋α

＜政策として実施してほしい＞
生涯にわたる計画的かつ継続的な教育
※ 政府は、学びと実践を繰り返す（＝リカレ
ント）教育を推進している
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一 質般 問

デジタル化活用推進とアナログな対応も必要

町のデジタル化について

　
国
が
進
め
る
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
り
、
各

種
給
付
金
の
迅
速
な
支
給
や

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
も
進
ん
で
い
く
も
の
と
考

え
る
。
今
後
、
行
政
側
か
ら

の
住
民
に
必
要
な
情
報
を
受

け
取
り
、
誰
も
が
デ
ジ
タ
ル

化
の
恩
恵
を
最
大
限
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
率
と
普
及
・
促
進
の

取
り
組
み
の
考
え
は
。

②
わ
が
町
で
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
に
よ
り
、
手
続
き
で
き

る
制
度
は
。
今
後
、
可
能

な
制
度
は
。

③
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
よ

り
、
デ
ジ
タ
ル
格
差
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
電
子
機

器
に
不
慣
れ
な
方
へ
の
支

援
の
考
え
は
。

①
カ
ー
ド
の
交
付
率

は
令
和
３
年
11
月

１
日
現
在
で
日
野
町
は

31
・
７
％
、
全
国
は
39
・

１
％
、
全
国
の
町
村
部
で

35
・
１
％
、
滋
賀
県
で
は

43
％
。
今
後
も
カ
ー
ド
交

付
希
望
者
が
申
請
し
や
す

い
環
境
を
整
え
、
円
滑
な

交
付
に
努
め
る
。

②
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
、

政
府
が
運
営
す
る
オ
ン
ラ

イ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
、
子
育

て
を
は
じ
め
と
す
る
行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
で

き
た
り
、
行
政
機
関
か
ら

の
お
知
ら
せ
を
受
け
取
れ

た
り
す
る
専
用
サ
イ
ト

で
、
現
在
、
町
で
は
子
育

て
関
係
の
制
度
に
つ
い
て

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
手
続
き
の
検
索
が
可

能
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が

で
き
る
の
は
児
童
手
当
等

に
係
る
寄
附
の
申
出
・
寄

附
変
更
等
の
申
出
と
な
っ

て
い
る
。

③
電
子
機
器
の
取
り
扱
い
が

不
得
意
な
方
で
も
使
え
る

仕
組
み
づ
く
り
を
議
論

し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

あ
っ
た
日
時
や
場
所
で
使

い
方
を
学
ぶ
講
座
開
催
な

ど
活
用
推
進
し
た
い
。
ま

た
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

た
め
の
ア
ナ
ロ
グ
な
対
応

も
必
要
と
考
え
る
。

中西 佳子 議員

　
人
口
減
少
、
高
齢

化
は
進
み
、
三
世
代

世
帯
は
減
少
し
、
高
齢
者
単

独
世
帯
の
増
加
が
予
測
さ
れ

て
い
る
。
近
年
、
地
域
に
お

け
る
共
同
体
意
識
が
薄
ら

ぎ
、
近
隣
関
係
の
希
薄
化
も

進
ん
で
い
る
と
感
じ
る
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

機
会
も
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が

続
け
ら
れ
る
町
を
願
う
。

①
町
の
高
齢
者
の
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
状
況
は
。

②
高
齢
者
を
見
守
り
、
助
け

合
い
、
支
え
合
う
活
動
を

ど
う
進
め
て
い
る
の
か
。

③
住
民
が
抱
え
る
課
題
が
複

雑
化
・
複
合
化
す
る
中

で
、
従
来
の
支
援
体
制
で

は
、
ケ
ア
し
き
れ
な
い
ケ

ー
ス
が
発
生
し
て
き
た
、

と
い
わ
れ
て
お
り
、
国
で

は
「
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
」が
実
施
さ
れ
た
。

町
の
取
り
組
み
へ
の
考
え

は
。

①
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
る
た
め
に
は
一
人

ひ
と
り
の
生
活
に
応
じ
た

支
援
等
の
環
境
づ
く
り
が

必
要
だ
。町
で
は
、専
門
職

が
自
宅
を
訪
問
し
、日
常

生
活
活
動
の
機
能
維
持
の

た
め
の
助
言
、指
導
を
行

っ
て
い
る
。移
動
販
売
や

配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、民

間
事
業
者
等
の
取
り
組
み

の
情
報
提
供
や
地
域
の
サ

ロ
ン
等
の
開
催
状
況
を
生

活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等

と
情
報
共
有
し
生
活
支
援

に
役
立
て
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

②
住
民
同
士
の
支
え
合
い
の

仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
。支

え
合
い
活
動
の
立
ち
上
げ

の
支
援
や
住
民
が
自
主
的

に
運
営
す
る
高
齢
者
交
流

サ
ロ
ン
な
ど
支
援
し
て
い

く
。

③
対
応
が
困
難
な
ご
相
談
を

受
け
た
場
合
は
、重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
の
理

念
に
基
づ
き
関
係
課
、関

係
機
関
と
課
題
解
決
に
向

け
連
携
し
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
応
じ
た
支
援
等
の
環
境
づ
く
り
が
必
要地域でのサロンの様子

移動販売の様子

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
／
小
学
６
年
生
が
描
く
町
の
未
来
プ
ラ
ン
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機会を捉え、防災アプリの更なる普及に努めたい

「防災情報伝達システム整備事業」の進捗は

　「
防
災
情
報
伝
達

シ
ス
テ
ム
整
備
事

業
」予
算
が
成
立
し
て
１
年

半
。

①
６
月
議
会
で
、中
西
議
員

が
そ
の
時
点
で
の
防
災
ア

プ
リ
と
戸
別
受
信
機
の
配

置
状
況
を
質
問
さ
れ
た
の

に
対
し
、日
野
町
版
防
災

ア
プ
リ
は
約
１
７
０
０
人
、

戸
別
受
信
機
は
６
６
６
世

帯
が
利
用
、と
の
回
答
が

あ
っ
た
。こ
の
数
字
は
そ

の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

②
区
長
貸
与
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

は
、受
信
の
み
な
ら
ず
、災

害
現
場
の
撮
影
、送
信
や
、

区
民
へ
の
緊
急
連
絡
な
ど

が
で
き
る
。こ
の
よ
う
な

使
い
方
は
ど
れ
く
ら
い
な

さ
れ
て
い
る
か
。

③「
出
前
講
座
」な
ど
で
ア
プ

リ
の
使
い
方
が
説
明
さ
れ

て
い
る
が
、不
十
分
で
は

な
い
か
。戸
別
受
信
機
の

活
用
、、正
常
に
機
能
し
て

い
る
か
な
ど
の
調

査
は
。

④
県
の
防
災
シ
ス
テ

ム
で
、町
内
数
カ
所

の
雨
量
や
河
川
の

水
位
を
測
定
し
ネ
ッ
ト
で

閲
覧
で
き
る
。周
知
の
状

況
を
伺
う
。

⑤「
日
野
町
水
防
計
画
」巻
末

の
添
付
資
料
で
危
険
指
定

個
所
の
あ
る
区
長
は
ど
う

対
応
す
る
の
か
伺
う
。

①
11
月
末
時
点
で
ア

プ
リ
は
２
４
５
０

人
、
戸
別
受
信
機
は

６
２
９
台
。

②
区
長
タ
ブ
レ
ッ
ト
３
件
、

４
月
に
説
明
会
。

③
ア
プ
リ
関
係
の
出
前
講
座

は
11
月
末
で
７
件（
今
年

は
コ
ロ
ナ
禍
で
減
少
）。受

信
機
の
機
能
性
確
認
は
月

１
回
の
テ
ス
ト
放
送
。更

な
る
普
及
に
努
め
た
い
。

④
日
野
町
版
防
災
ア
プ
リ
と

リ
ン
ク
し
て
い
る
。

⑤
日
野
町
総
合
防
災
マ
ッ
プ

と
併
せ
て
活
用
。集
落
で

の
危
険
個
所
へ
の
注
意
点

な
ど
付
記
。

加藤 和幸 議員加藤 和幸 

　
先
の
衆
院
選
で
憲

法
改
正
を
推
進
す
る

議
員
が
国
会
で
３
分
の
２
を

超
え
た
。

　「
公
務
員
は
、
こ
の
憲
法

を
尊
重
し
擁
護
す
る
義
務
を

負
ふ
」
と
あ
る
が
、

①
こ
の
点
に
つ
い
て
町
長
の

見
解
を
伺
う
。

②
町
政
は
憲
法
の
理
念
に
沿

っ
て
動
い
て
い
る
か
。
そ

の
一
例
と
し
て
、
女
性
管

理
職
に
つ
い
て
取
り
あ
げ

る
。

町
役
場
に
女
性
管
理
職
が

少
な
い
一
因
と
し
て
、
制

度
と
し
て
の
男
女
平
等
が

保
障
さ
れ
て
い
て
も
、
長

時
間
過
密
労
働
や
家
庭
で

の
子
育
て
介
護
な
ど
の
家

事
労
働
、
人
間
関
係
な
ど

か
ら
優
れ
た
職
員
が
管
理

職
を
前
に
し
て
退
職
さ
れ

る
と
伺
っ
て
い
る
。

長
時
間
労
働
や
家
事
ケ
ア

は
男
性
職
員
の
問
題
で
も

あ
る
。
住
民
に
対
し
て

「
全
体
の
奉
仕
者
」
と
し

て
働
く
公
務
員
の
あ
り
方

を
、
憲
法
を
中
心
に
据
え

て
様
々
な
視
野
か
ら
検
討

す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題

だ
と
考
え
る
が
、
対
応
を

伺
う
。①

公
務
員
が
憲
法
の

規
定
を
遵
守
す
る

と
と
も
に
、そ
の
完
全
な

実
施
に
努
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
趣
旨
を
定
め
た

も
の
、と
認
識
。改
正
に
つ

い
て
は
様
々
な
意
見
が
あ

る
が
、活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
る
こ
と
が
大
切
。

②
男
女
を
問
わ
ず
、管
理
職

へ
の
任
用
は
職
員
の
経
験

と
能
力
に
よ
り
行
っ
て
い

る
。様
々
な
制
度
の
導
入

や
改
正
に
よ
る
業
務
量
の

増
、職
責
に
よ
る
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
な
ど
を
職
場
全
体

で
受
け
と
め
、対
処
し
て

い
け
る
組
織
力
が
必
要
。

さ
ら
に
、家
庭
内
で
の
家

事
分
担
の
考
え
な
ど
に
つ

い
て
、役
場
だ
け
で
な
く

社
会
全
体
で
男
性
と
女
性

が
お
互
い
を
認
め
合
い
、

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
の
理
解
が
進
ん
で
い
く

た
め
の
施
策
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

憲
法
を
守
り
、
生
か
す
町
政
を

憲
法
を
守
り
、
生
か
す
町
政
を

女
性
管
理
職
は
社
会
全
体
の
課
題
と
し
て
取
り
組
み
た
い
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一 質般 問

　南比都佐小学校６年生がICTを使って全国いろんな町を調査し、国
語授業の「町の幸福論」の学習で、一人ひとりが町の未来プランを考
えてくれました。町長・教育長をはじめ関係職員、議会議員や南比都
佐地域の皆さんに「南比の町に取り入れてはどうでしょうか？」と、
堂々としたプレゼンテーションでした。
　南比都佐の自然を活かした「ドッグラン」「森林木工クラフト体験」
「小鳥カフェ」「アスレチック」「宝探し」「日野菜レシピコンテスト」
「温泉旅館」「ペットホテル」「大すべり台」等ができないかという発表

内容でした。この結果として、自然の良さ、南比都佐の良さを知ってもらい、人と人の繋がりが深まることが
期待できるという内容で、子どもたちが地域のまちづくり
を考える機会となりました。子どもたちが提案した内容は、
実施可能な内容もあり、実現されることが期待されます。
　教育長からは「これからも自分たちの町のことを考えて
もらいたい。ずっと日野町に住み続けてもらいたい。一旦、
町を離れても、町のことを忘れることなく大切にしてほし
い」とエールを送られました。
　公民館を出るときは、緊張が解けた様子で、やり切った自
信に満ちた顔で小学校に戻っていきました。

　日野小学校６年生は１学期に社会科の学習で「議場見学」をさ
れ、２学期には修学旅行で震災から復興してきた「神戸の街づく
り」の様子について学ばれています。さらに、国語科の学習として
「日野町の未来を考える学習」を進めておられ、子どもたちが考え
た〝未来の日野町〟について、プレゼンテーションソフトを使って
６年生の教室において発表会がありました。私たち議会議員は、
子どもたちのこの発表会を見学させていただきました。
　発表を行った６年生の児童は１組から３組まで93名で、25チ
ームに分かれて25のテーマと提案を、パソコン等を使って全国の

色々な町の状況を調査してチームごとに発表してくれました。
　ごみや環境問題・観光資源・人口問題・交通・防災・日野の特産
品・福祉問題など、自分たちが調べた内容を日野のまちの未来に
実現可能かどうかを色々な角度から考え、パソコンの画面に映像
を出して発表してくれました。議員や教育関係者からは色々と質
問もありましたが、児童たちは自分の考えたことをはきはきと答
えてくれました。発表の終わりには、議会を代表して議長より「皆
さんの夢の実現に向けて、大人になってもこの町の発展のために
頑張ってください」と励ましの言葉で締めくくられました。

「南比の町 未来プラン」をプレゼン

日野町の未来プレゼンテーション

（12月７日　南比都佐公民館）

 （12月21日　日野小学校）

次
ペ
ー
ジ
は
▼

提
出
さ
れ
た
議
案
と
結
果
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＊意見書決議の内容は、日野町ホームページ（議会）をご覧いただくか議会事務局までお問合せ下さい。

議 員 提 出 議 案 結　果 野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元
杉
浦

意見 書 の 決 議 　（ ３ 件 ）
衆議院小選挙区選出議員の選挙区改定に向けた検討の
見直しを求める意見書
▽提出者：後藤勇樹総務常任委員長

決　議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

文化財の修理、伝統行事・伝統芸能の伝承に必要な予
算の確保を求める意見書
▽提出者：後藤勇樹総務常任委員長

決　議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和３年産米　米価下落に対する対策を求める意見書　
▽提出者：中西佳子産業建設常任委員長 決　議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

町 長 提 出 議 案 結　果 野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元
杉
浦

補正予算（５ 議 案 ）　 　 ＊ 関 連 記 事 ４ ぺ ー ジ

一般会計（第７号） 原案可決 〇 × 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 × ／

国民健康保険特別会計（第２号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

介護保険特別会計（第２号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

下水道事業会計（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

一般会計（第８号） ＊12月16日提案 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

決算の認定（９議 案 ）　 　 ＊ 関 連 記 事 ３ ぺ ー ジ

令和２年度日野町一般会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和２年度日野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和２年度日野町簡易水道特別会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和２年度日野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和２年度日野町介護保険特別会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和２年度日野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和２年度日野町西山財産区会計歳入歳出決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和２年度日野町水道事業会計決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

令和２年度日野町下水道事業会計決算 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
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提出された議案と結果

＊
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
み
「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

〇賛成　×反対

第７回臨時会（11月29日開催）
町 長 提 出 議 案 結　果 野

矢
山
本
髙
橋
加後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元
杉
浦

補正 予 算 　（ １ 議 案 ）

一般会計（第６号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

第８回定例会（12月１日～24日）
町 長 提 出 議 案 結　果 野

矢
山
本
髙
橋
加後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元
杉
浦

財産の 取 得 　（ １ 議 案 ）
町道西大路鎌掛線用地
◎財産の種類…土地18筆　◎取得金額…2,281万2,152円　
◎地積…9,480.40㎡　◎取得の相手方…山中　英人　外
８名

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

指定管理 者 の 指 定 　（ １ 議 案 ）
日野町農業森林空間活用施設
日野町農業森林空間活用施設（グリム冒険の森）の指定管
理者の指定　▽指定管理者：熊野企業組合▽指定期間：令
和４年４月１日～令和８年３月31日

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

条例の制定・ 一 部 改 正 　（ ４ 議 案 ）
日野町特定教育・保育施設および特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例（一部改正）
書類等の作成・保存等の電磁的方法による対応を可能とす
る条例改正

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町家庭的保育事業等の設備および運営に関する基
準を定める条例（一部改正）
書類等の作成・保存等の電磁的方法による対応を可能とす
る条例改正

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町国民健康保険条例（一部改正）
出産育児一時金の支給額を40万4千円から40万8千円に引
き上げるための条例改正

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町国民健康保険税条例（一部改正）
全世帯の未就学児に係る均等割保険料の5割を減額するた
めの条例改正

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町議会では町政に対して要望を伝えるため、次のものを随時受け付けています。
・陳情　　・請願（議員からの紹介が必要です）　　・各種団体との意見交換会

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
長
コ
ラ
ム
／
編
集
後
記
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今
日
、立
地
企
業
さ
ん
か
ら
交
通
網
整
備
に
つ
い
て
の

要
望
が
あ
り
ま
す
。

　
住
民
の
福
祉
増
進
お
よ
び
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た

め
に
、生
活
道
路
は
も
と
よ
り
物
流
高
規
格
道
路（
名
神
名

阪
連
絡
道
路
）の
整
備
は
必
要
不
可
欠
で
す
。し
か
し
な
が

ら
、新
し
い
事
が
動
き
出
そ
う
と
す
る
と
き
、必
ず
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
意
見
が
分
か
れ
ま
す
。

　
様
々
な
提
案
・
批
判
の
中
で
分
析
に
基
づ
い
た
意
見
と

客
観
性
を
欠
い
た
意
見
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
る
こ
と
。

ど
の
様
な
施
策
が
求
め
ら
れ
、町
と
し
て
ど
う
対
処
し
て

い
く
の
か
と
い
う
こ
と
。我
々
は
充
分
な
議
員
間
討
議
を

通
し
て
論
理
的
な
見
解
を
住
民
に
示
す
使
命
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
過
去
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
新
た
な
提
案
に
対
し
て
の

批
判
は
必
ず
し
も
論
理
的
な
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
は

言
え
ま
せ
ん
。住
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
を
預
か
っ
て
い
る

以
上
、我
々
議
員
は
間
違
い
の
な
い
判
断
を
す
る
責
務
が

あ
る
と
考
え
、住
民
の
方
か
ら
議
会
の
下
し
た
決
断
が
＂理

路
整
然＂
も
っ
と
も
だ
と
評
価
さ
れ
る
必
要
性
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　
一
方
、町
が
抱
え
る
財
政・人
口
減
少
問
題
な
ど
の
課
題

は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、無
理
に
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
た

論
理
で
な
く
、行
政・議
会
は
総
力
を
あ
げ
て
次
の
時
代
を

し
っ
か
り
と
見
据
え
、ま
た
、今
を
生
き
る
人
た
ち
の
要
求

を
満
た
す
た
め
に
も
、も
っ
と
も
っ
と
深
い
議
論
と
確
か

な
提
言
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

編
集
後
記

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
で
感
染
予
防
対
策
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡
大
が
心

配
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
を
通
し
て
、
町
の

話
題
や
議
会
の
情
報
を
お
伝
え
す
る
こ
と
で
、

町
の
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
機
会

と
な
る
こ
と
を
願
い
編
集
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
で
も
興
味
を
も
っ
て
読
ん
で
も
ら
え

る
広
報
紙
に
な
る
よ
う
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
等
を
拝
聴
し
な
が
ら
引
き
続
き
研
鑽
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
齋
藤
　
光
弘
）

議 長

コ ラ ム

議
長 

杉
浦 

和
人

も
っ
と
も
な
論
理

議会 
広報常任委員会

委員長　　髙橋源三郎
副委員長　山本　秀喜
委員　　　野矢　貴之
委員　　　加 　和幸
委員　　　後藤　勇樹
委員　　　谷　　成隆
委員　　　齋藤　光弘

　蒲生郡町村議会議長会では、地方の活性化に向け、
日野・竜王両町における課題や提案をまとめ、野田聖子
地方創生担当大臣、木村次郎国土交通省政務官らに要望
書を提出し面談を行いました。

３
月
定
例
会（
本
会
議
）の
お
知
ら
せ【
予
定
】

３
月
１
日（
開
会・提
案
説
明
）

　
　
10
日（
質
疑
）	

・11
日（
一
般
質
問
）

　
　
14
日（
一
般
質
問
）	・28
日（
採
決·

閉
会
）

＊
「
議
会
だ
よ
り
」
に
関
す
る
ご
意
見
募
集
中
！
書
式
は
問
い
ま
せ
ん
。
郵
送
・e-m

ail

ま
た
は
議
会
事
務
局
ま
で
ご
持
参
願
い
ま
す
。
　

蒲生郡町村議会議長会
国へ要望活動を実施（11月25・26日）

元日野町議会議長　西澤宏氏（下駒月）
高齢者叙勲（旭日単光章）を受賞

　
西
澤
宏
さ
ん
は
、
平
成
３
年
か
ら
平
成
15

年
４
月
ま
で
、
３
期
12
年
間
の
長
き
に
わ
た

り
日
野
町
議
会
議
員
と
し
て
地
域
住
民
の

生
活
、
福
祉
の
充
実
と
町
勢
の
伸
長
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、

地
方
自
治
功
労

に
よ
り
旭
日
単

光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の

受
章
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

野
田
聖
子
地
方
創
生
担
当

大
臣（
写
真
中
央
）に
要
望

書
を
提
出
す
る
杉
浦
議
長
・

谷
副
議
長
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